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有明海の塩分変化について 

（１）他海域との比較 

有明海の塩分濃度分布と東京湾及び伊勢湾の塩分分布の比較を行った。各海湾の塩分濃度

分布の状況は「日本全国沿岸海洋誌（日本海洋学会沿岸海洋研究部会編，1985）」から引用

した。比較時期は陸水の影響の大きい夏季（8月または７月）とし、水域区分は湾奧、湾央、

湾口の表層域に分けた。 

陸水の影響を強く受ける湾奥域において、有明海は東京湾と同程度の塩分濃度であり、伊

勢湾に比べると高かった。 

 

 

表－１ 東京湾、伊勢湾、有明海の夏季塩分量の比較 

 塩分濃度（psu） 
観測期間 備考 

湾奥域注１ 湾央域 湾口域 

東京湾 
～28.0 

（～16Cl‰） 

28.0～28.9 

（15.5～16Cl‰） 

29.8～31.6 

（16.5～

17.5Cl‰） 

1947年～

1974年 

図－1に示す水平分布
図より引用。注２ 

伊勢湾 
～21.7 

（～12Cl‰） 

21.7～23.5 

（12～13Cl‰） 

27.0～28.9 

（15～16Cl‰） 

1950年～

1973年 

図－3に示す水平分布
図より引用。注２ 

有明海 ～29 29～31 31.5～32.5 
1972年～

1981年 

図－5に示す水平分布
図より引用。７月5ｍ
深の塩分濃度 

（参考） 

海水 
34.11  

黒潮（32.5°N，
135.5°E）の塩分濃度
（平成29年理科年表
ｐ635） 

注１）湾奥域の範囲は次のとおりとした。 

１）東京湾：多摩川河口と千葉県袖ヶ浦市と木更津市の境を結んだ線以北の海域（環境省，

2009，東京湾における特別域の検討について） 

２）伊勢湾：三重県磯津漁港と愛知県鬼崎を結んだ線以北の海域（日本海洋学会沿岸海洋研

究部会編，1985，日本全国沿岸海洋誌，ｐ521 透明度の海域区分図より） 

３）有明海：佐賀県竹崎と福岡県三池港を結んだ線以北の海域（日本海洋学会沿岸海洋研究

部会編，1985，日本全国沿岸海洋誌，ｐ869） 

注２）東京湾および伊勢湾は8月表層の塩素量を換算。塩分換算はCl濃度☓1.80655 

  

資料-２ 別紙４ 
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図－1 東京湾の塩素量（Cl‰）の水平分布（８月）1947～1974年平均 

出典：宇野木早苗・岸本元彰，1977，東京湾の平均的海況と海水交流，Tech.Rep., No.1，理研海洋研究室，89pp 

日本海洋学会沿岸海洋研究部会編，1985，日本全国沿岸海洋誌，第9章東京湾Ⅱ物理，pp354-356 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2 近年の東京湾の表層塩分量（psu）の水平分布（東京湾一斉調査） 

出典：東京湾再生推進会議モニタリング分科会ほか２機関，2009，東京湾水質一斉調査結果〔速報〕について，p10 
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図－3 伊勢湾の塩素量（Cl‰）の水平分布（８月）1950年～1973年平均 

出典：宇野木・岸野元彰・岡見登，1974，伊勢湾の平均的海況と交流要因，社団法人産業公害防止協会 

日本海洋学会沿岸海洋研究部会編，1985，日本全国沿岸海洋誌，第13章伊勢湾・三河湾Ⅱ物理，p518 
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図－4 近年の伊勢湾の表層塩分量（psu）の水平分布（浅海定線調査結果） 

出典：三重県水産研究所 鈴鹿水産研究室、浅海定線観測結果（2013～2016） 
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図－5 有明海の5m深の塩分濃度（‰）の水平分布（7月）1972～1981年平均 

出典：日本海洋学会沿岸海洋研究部会編，1985，日本全国沿岸海洋誌，第21章有明海Ⅱ物理，p837 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－6 有明海の5ｍ深の塩分濃度（‰）（浅海定線調査結果） 

出典：横内克巳・半田亮司・川村嘉応・吉田雄一・山本憲一・清本容子・岡村和麿・藤原豪，2005，有明海における

水質環境の水平分布と経時変化，海と空，80（4）：8年～35年間の平均値に基づく分布図 
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（２）有明海の塩分変化 

日本全国沿岸海洋誌（日本海洋学会沿岸海洋研究部会編1985）では、有明海の塩分変化につ

いて以下のように記載している。 

 

 

内湾の塩分は河川水の影響を直接うけるため、短期間内の変化だけでなく、季節や年によって

異なった変化を示す。また大きな潮

汐のために潮時による変化も著し

いので平均的な特徴を述べにくい

という側面もある。しかし、変化が

際立っているだけに海の状態を判

断する際の好都合な指標でもある。 

塩分分布の概況を述べる前に1潮時

内における塩分変化の状況を湾奥

部を例に示しておこう。図－7 は

1975年 7月 24日に 57隻の船の定

置による一斉同時連続観測 18)19)で得

られた、ほぼ1潮時内の最高塩分と

最低塩分の差をそれぞれの観測点

について求めて描いた較差の分布

である。潮時による塩分変化がいか

に大きいかは一目瞭然であり、とく

に河川の多い湾奥部でその変化が

顕著である。 

さて、湾全体として平年の塩分の大まかな変化傾向をみると、低塩分域は年間を通して、湾

奥から東部の福岡・熊本両県沿岸寄りにみられる。これは後背地から注ぎ込む大きな河川が有

明海の西部より東部に多いためであろう。1～5月は湾口部で33.5～34‰、湾奥部で29～30‰

である(図－8)。 6 月に入ると急速に塩分低下が進み始め 7 月には湾全体がもっとも低塩とな

る。湾口部で 31.5～32.5‰、湾中央部で 29～31‰、 湾奥部で 25～28‰である(図－9)。湾奥

部では5～15‰まで低下することがある。6～7月は年間の最低塩期であるが、その起時が東シ

ナ海や対馬暖流域よりも約 1カ月ほど早いのは、前節で述べたように 6 ~7月の降水量と河川

流量の推移からみて当然の結果といえる。8月から高塩に向かうが9月までは高塩化の進みは

遅く 7 月よりやや回復する程度である。10 月以降は月を追って順調に高くなり、年最高塩期

の1月に戻る。(中略) 

なお、曽根 20)が報告しているように水温の場合と同様に塩分も月齢、すなわち潮候によって

変動パターンが異なる。潮位差の増大とともに塩分も増加し、潮時による変動幅は小さくなり

安定する。一方、潮位差の減少とともに塩分は低下し、潮時による変動幅は大きくなるという

季節変化のほかに潮汐に起因した特徴的な変動を示している。 

図－7 
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出典）日本海洋学会沿岸海洋研究部会編，1985，日本全国沿岸海洋誌，pp837-838 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－9 図－8 


